
SDGs を①⾃然界と⼈類との持続可能な共存、②⼈
間社会における多様な⽴場・属性の⼈々の持続可
能な共存、③世界の各地域・国・集団間の持続可
能な共存に整理しそれぞれの分野に関し、⽣物多
様性、ジェンダー平等、安全保障について、パネリス
トが問題提起を⾏い、みなさんとともに考えます。

（兼司会）

— 多 様 性 の 中 の 持 続 可 能 な 共 存多 様 性 の 中 の 持 続 可 能 な 共 存様 性様 の様様様様 性様様 性様様 のの

自然 ・ 人間社会 ・ 国際関係自然 ・ 人間社会 ・ 国際関係自然 ・ 人間社会 ・ 国際関係自然 ・ 人間社会 ・ 国際関係

パネリスト
湯浅 ⼀郎（核軍縮 NPO「ピース・デポ」代表）

⽣物多様性とSDGs
池永 肇恵（前内閣府男⼥共同参画局⻑） 

ジェンダー平等とSDGs
藤原 修 （本学現代法学部⻑、国際政治学） 

安全保障とSDGs

東京経済大学

SDGs シンポジウム

会　　　場 ：

　　

参 加 費 ：

申込方法 ：       

申込締切 ：

定　　　員 ：

主　　　催 ：

後　　　援 ：

東京経済大学 国分寺キャンパス

２号館Ｂ３０１教室（予定）

※お車でのご来場はご遠慮ください。

無料  ※６歳以下のお子様は入場できません。　

事前申込制です。本学ウェブサイトからお申込み

ください。（電話では受け付けておりません）

※受付返信メールをもって入場券とさせていただきます。

２０２２年１月２５日（火）

※申込順に受け付けいたします。定員に達し次第、 申込受付

は終了となります。

先着１５０名

東京経済大学

国分寺市

土1/29
2022年

（開場13：30）
開演14時～16時

第２回国分寺学派シンポジウム



パネリスト紹介 国
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寺
学
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東京経済大学は、２０２１年４月１日

「東京経済大学SDGｓ宣言」を発表しま

した。

ＳＤＧｓの目標とターゲットが列挙して

いるように、私たちの眼前には全地球

倫理に基づいて解決し、次世代に継

承しなくてはならない課題が山積して

います。しかしそれらは同時に、私た

ちの足もとにある日常の具体的な諸問

題と分かち難く結びついている課題で

す。このような観点に立ち、本学は、こ

れからの時代の「新しい地域主義」の

あり方を市民と一体となって考え抜く

「国分寺学派」の拠点でありたいと考

えています。

湯浅 ⼀郎 （ゆあさ・いちろう）

核軍縮 NPO ピース・デポ代表
東北⼤学理学部卒。元産業技術総合研究所職員。専⾨は海洋物理学、沿岸
海洋環境学。理学博⼠。辺野古⼟砂搬出反対全国連絡協議会顧問。オスプ
レイと⾶⾏訓練に反対する東⽇本連絡会代表世話⼈。環瀬⼾内海会議共
同代表。著書に『海の放射能汚染』、『原発再稼働と海』、『平和都市ヒロシマ
を問う』『科学の進歩とは何か』など。東京都⼩⾦井市在住。

（いけなが・としえ）池永 肇恵
前内閣府男⼥共同参画局⻑
東京⼤学教養学部卒。1987 年経済企画庁⼊庁、同調査局、国⺠⽣活局等、
⼀橋⼤学経済研究所准教授、内閣府⼤⾂官房政策評価広報課⻑、法政⼤
学⼤学院政策創造研究科教授、内閣府参事官、内閣府男⼥共同参画局総
務課⻑、滋賀県副知事、内閣府男⼥共同参画局⻑を歴任。2021 年より綜合
警備保障株式会社社外取締役、清⽔建設株式会社社外監査役。平成 21 年
度労働関係論⽂優秀賞受賞。

藤原 修 （ふじわら・おさむ）

東京経済⼤学 現代法学部⻑・教授
東京⼤学法学部卒。東京⼤学法学部助⼿、明治学院済⼤学国際平和研究
所所員を経て、1990 年本学に着任。現在、現代法学部教授、現代法学部⻑。
専攻は、国際政治学、平和研究。特に、市⺠社会の動きと国際政治の連関に
着⽬しつつ、戦争、平和、安全保障、世界政治経済などの研究を幅広く⾏って
いる。研究著書に『20 世紀の中のアジア・太平洋戦争』『グローバル時代の
平和学 第 1 巻 いま平和とは何か 平和学の理論と実践』など。

申 込 ⽅ 法 ア ク セ ス

 https://www.tku.ac.jp/contact/kokubunjigakuha/WEB

本学ウェブサイトからお申込みください。
（ ※電話では受け付けておりません ）

申込締切

2022年

1月25日 (火)

※新型コロナウイルス感染症拡⼤防⽌の観点から、万が⼀来場者から感染者が発⽣した
場合の連絡および保健所などへの調査協⼒を⽬的として来場するみなさまのお名前、
ご連絡先をいただいております。

注 意 事 項

・
・

・

・
・

ご参加に際しては、以下の注意事項をご確認ください。

来場時は必ずマスクの着⽤をお願いいたします。なおスタッフは、マスクを着⽤して対応させていただきます。
ご⾃宅出発前の検温をお願いいたします。また、来場時は本学においても検温を実施いたします。体温が 37.5℃以上の場合
は、参加をご遠慮いただきますので、予めご了承ください。発熱以外にも倦怠感など⾵邪のような症状がある場合、体調がす
ぐれない場合は、無理をせず来場をお控えください。ご⽋席の連絡は不要です。
本学では、新型コロナウイルス感染症対策として、事前に申し込みされた⽅を除き、キャンパスへの⼊構を制限しています。国
分寺キャンパスへ⼊構する際は、正⾨（⻄側：国分寺駅⽅⾯）をご利⽤くださいますよう、お願いいたします（東北⾨及び南
⾨からは⼊構できません）。また、講演会場および検温会場以外の建物には、⽴ち⼊らないようにしてください。
参加者間のソーシャルディスタンスを保つよう、ご協⼒をお願いいたします。
今後の新型コロナウイルス感染症拡⼤の状況等により、中⽌させていただく場合がございます。中⽌の場合は、お申込み時
に、登録いただいたメールアドレスへのメールにてお知らせいたします。本学ウェブサイトにおいても併せてお知らせいたし
ますのでご確認ください。
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